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育
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後
期
計
画
）
の
概
要

子
育
て
を
地
域
の
み
ん
な
で
支
え
る
登
米
市
を
目
指
し
て
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登
米
市
次
世
代
育
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支
援
行
動
計
画
を
策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策
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子
育
て
世
代
の
孤
立
化
を
防
ぎ
、

子
ど
も
た
ち
が
地
域
へ
の
愛
着
を

深
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

は
、
地
域
社
会
全
体
が
連
携
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
っ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

　
市
で
は
地
域
社
会
全
体
で
支
援

体
制
や
充
実
し
た
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
社
会
環
境
の
変
化
や
価
値
観
の

多
様
化
な
ど
か
ら
、
社
会
や
将
来

に
不
安
を
抱
く
若
者
が
増
え
て
い

ま
す
。

　
次
世
代
の
社
会
を
築
く
若
者
が

自
信
を
持
っ
て
自
立
し
、
結
婚
や

子
育
て
が
で
き
る
よ
う
に
、
登
米

市
青
少
年
育
成
推
進
行
動
会
議
を

中
心
に
、
健
全
育
成
を
目
指
し
た

　
市
で
は
、「
子
ど
も
と
子
育
て
家
族
を
み
ん
な
で
支
え
る
ま
ち
・
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
ま

ち
・
登
米
」
の
実
現
を
目
指
し
、
平
成
　
年
度
か
ら
平
成
　
年
度
ま
で
の
５
年
間
の
「
登
米
市
次

２２

２６

世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」（
後
期
計
画
）
を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
の
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
広
く

市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
妊
娠
・
出
産
・
育
児
の
各
ス
テ
ー

ジ
に
お
い
て
、
細
や
か
な
子
育
て

支
援
を
行
い
、
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
を
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
小
児
の
疾
病
予
防
対
策

を
積
極
的
に
行
い
、
各
医
療
機
関

の
連
携
と
機
能
分
担
を
進
め
、
安

心
し
て
産
み
、
育
て
る
こ
と
が
で

き
る
環
境
基
盤
を
つ
く
り
ま
す
。

　
子
ど
も
が
個
性
豊
か
に
生
き
る

力
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

地
域
の
人
材
を
活
用
し
た
「
生
き

る
力
」
を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
体

づ
く
り
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
機

会
の
充
実
な
ど
、
健
や
か
な
成
長

を
支
援
し
ま
す
。

　
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
に
つ
い

て
も
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
、
行

政
が
と
も
に
手
を
取
り
合
い
児

童
・
生
徒
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

①
地
域
の
み
ん
な
で
支
え
る

　
子
育
て
家
族

②
子
ど
も
の
成
長
と
自
立
を

　
支
え
る
ま
ち
づ
く
り

③
母
と
子
の
健
や
か
な

　
暮
ら
し
づ
く
り

④
い
き
い
き
と
し
た
楽
し
い

　
学
び
の
環
境
づ
く
り

⑤
子
育
て
し
や
す
い

　
生
活
環
境
づ
く
り

　
公
園
や
集
会
施
設
な
ど
公
共
施

設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
る

と
と
も
に
、
誰
も
が
利
用
し
や
す

い
よ
う
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
を
取
り
入
れ
、
子
育
て
家
庭
に

優
し
い
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
バ
ス
な
ど
公
共
交

通
機
関
の
運
行
に
つ
い
て
は
、
子

ど
も
や
高
齢
者
な
ど
に
配
慮
し
利

用
し
や
す
い
運
行
を
目
指
し
ま
す
。

⑥
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
を

　
支
援
す
る
ま
ち
づ
く
り

　
核
家
族
化
の
進
行
や
女
性
の
社

会
進
出
な
ど
に
よ
り
、
結
婚
・
出

産
後
も
働
き
つ
づ
け
る
女
性
が
増

え
、
保
育
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
も
多

様
化
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
地
域
に
お
け
る

子
育
て
支
援
を
強
化
す
る
と
と
も

　
子
ど
も
を
事
件
・
事
故
か
ら
守

る
た
め
、
関
係
機
関
団
体
と
の
連

携
や
情
報
の
共
有
を
行
い
、
防
犯

活
動
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
犯
罪
・
い
じ
め
・
児
童

に
、
企
業
に
お
け
る
両
立
支
援
な

ど
、
家
庭
、
地
域
、
事
業
所
に
お

け
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

⑦
子
ど
も
た
ち
を
危
険
か
ら

　
守
る
ま
ち
づ
く
り

⑧
要
保
護
児
童
へ
の

　
適
切
な
対
応

虐
待
な
ど
被
害
に
遭
っ
た
子
ど
も

た
ち
へ
の
支
援
を
充
実
す
る
た
め
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
進
め
ま
す
。

　
児
童
虐
待
か
ら
子
ど
も
の
生

命
・
身
体
を
守
る
た
め
、
要
保
護

児
童
対
策
地
域
協
議
会
を
中
心
に
、

地
域
と
と
も
に
、
被
害
に
遭
っ
た

子
ど
も
と
保
護
者
を
支
援
す
る
体

制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
障
が
い
児
の
受
け
入
れ

体
制
を
充
実
し
、
障
が
い
の
あ
る

子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
課

　

０
２
２
０
（
　
）
５
５
６
２

５８

平成２６年度
目標事業内容

平成２１年度
事業内容事業名

1,286人1,266人通常保育事業
（４月１日現在入所者数）

３ケ所２ケ所３０分

延長保育事業

７ケ所６ケ所１時間

１ケ所０ケ所休日保育事業

１ケ所０ケ所夜間保育事業

９ケ所６ケ所一時保育事業

９ケ所６ケ所特定保育事業

１９ケ所１７ケ所放課後児童健全育成事業
（放課後児童クラブ）

１ケ所０ケ所乳幼児健康支援一次預かり事業
（病後児保育・施設型）

協力会員
９０人

協力会員
４５人

ファミリー・サポート・
センター事業

登米市の５年後の事業目標

7 Jul.2010

【登米市中間支援組織検討委員会中間報告書】

　中間支援組織とは、コミニュティ組織・ボランティア団体・NPOなど、さ

まざまな活動主体の連携・協働をつくり出す「つなぎ役」です。市では昨年

検討委員会を立ち上げ、平成２３年度の設立に向けて検討を重ねています。そ

の検討委員会での成果を取りまとめた「中間報告書」が５月２６日に市長に提

出されました。

【登米市まちづくり基本条例策定委員会活動報告書】

　住みやすい登米市のまちづくりの基本となる条例について考える、登米市

まちづくり基本条例策定委員会の平成２１年度の検討経過などを取りまとめた

「活動報告書」が６月１９日、市長に提出されました。今後も委員会では、平成

２４年の施行を目指し、基本条例の在り方について議論を行っていきます。

※各報告書は、市ホームページ「協働のまちづくり」でご覧いただけます。

未来に向けて！登米市まちづくりプロジェクト

委員会を代表して伊藤副委員長が提出

纂地域次世代リーダー養成講座

市民活動や地域づくりを担う人材の育成を目的とした講座を開催します。

【期間】　８月～平成２３年３月　※月１回程度の１０講座　【時間】　平日夜間・日曜日は日中を予定（１講座２時間程度）

【場所】　迫公民館ほか

【内容】　地域づくりに関する基礎知識や実践方法を、講座などを通して学びます。また、受講生同士の交流やネット

　　　　ワークづくりを進めながら、これからの地域づくりを一緒に考えていきます。

【定員】　２７人（各町域３人程度）　【受講料】　無料（交通費、昼食、演習に必要な教材費は自己負担）　

【申込資格】　①市内在住の２０～５０歳までの人　②市民活動や地域づくりに意欲のある人　③全講座受講可能な人

【申込方法】　各総合支所地域生活課に備え付けの申込書（市ホームページからもダウンロード可）に必要事項を記

　　　　　　入の上、郵送・ファクシミリ・電子メールのいずれかの方法で申し込みください。

【申込期限】　７月１６日（金）　

纂登米市の未来新聞コンクール

未来の登米市の暮らしをテーマにした壁新聞を製作し、地域を愛する心を養うことを目的にコンクールを開催します。

【作品テーマ】　将来の自分たちが暮らす「こんなまち、いいな」と思える「一人一人が個性を伸ばし、自分らしさを

　　　　　　　発揮できる」登米市の未来をイメージしながら、下記の４つのキーワードの中からテーマを選び、壁

　　　　　　　新聞を作成してください。

　　　　　　　【キーワード】①安全を守る地域活動　②楽しさをつくりだす地域行事　③元気を生む地域活動

　　　　　　　　　　　　  　④豊かさを実現する地域活動

【募集部門】　茨小学生部門　市内小学校の５・６年生　芋中学生部門　市内中学校の１～３年生　※１団体１０人程度

【発表・表彰】　部門ごとに最優秀賞１点、優秀賞１点、優良賞１点を決定し、平成２３年２月開催予定の「男女共同参

　　　　　　　画フォーラム」で表彰します。

　　　　　　　※作品の応募は学校単位となります。応募についての詳細については各学校に通知してあります。

【申し込み・問い合わせ】　講座・コンクール共通　企画部市民活動支援課　　

　　　　　　　〒987－0511　登米市迫町佐沼字中江二丁目６番地１　

　　　　　　　緯 0220（２２）2173　 0220（２２）9164　死 shiminkatsudo@city.tome.miyagi.jp
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◆豊かな夢のある登米市を目指して

「中間支援組織検討委員会中間報告書」・
「まちづくり基本条例策定委員会活動報告書」を市長に提出

検討委員会の及川副委員長から市長へ


